
f第2回ジオテキスタイル東京セミナー 1の報告
r The 2nd Tokyo Geotextile Seminar J 

大成建設(株)技術研究所 坂口 昌彦

国際ジオテキスタイル学会 (IGS) 日本支部が主催し、 (社)土質工学会の協賛で平成

4年11月16日、月曜日、 10時から17時30分まで東京都千代田区神田駿河台の中央大学駿

河台記念館370号室に於いて第 2回ジオテキスイタル東京セミナーが開催されました。

講演者は、折しも九州で開催された国際会議 International Symposium Earth Rein-

forement Practice (IS Kyushu '92)の前に行われたOfficerMeetingとCouncilMeetingに

出席したCouncil Mem ber(IGS理事)のうち、国際ジオテキスタイル学会会長Dr.K.Rowe

を始めとする 6名でした。彼らはMeeting及び国際会議出席の後、東京に立ち寄りジオテ

キスタイルに関する広範囲のジャンルの講演を行いました。セミナーは約80名の聴講者

参加のもとに、福岡正巳IGS日本文部長の開会の挨拶に始まり、日本人Council Member 

である、赤木俊允東洋大学教授の司会により、 6人の講師の熱心な講演がありました。講

演の後、福岡支部長よりそれぞれの講師に感謝の言葉と共に記念品が贈呈されました。最

後に岩崎高明IGS日本支部幹事長の閉会の挨拶で閉幕しました。 Council Memberである

講演者は、出席した日本のCorporate Memberと昼食を共にして、 Member相互の紹介や

挨拶をしました。なお、セミナー終了後には、直ちに参加者懇親会に移り和やかな歓談の

うちに全ての行事を無事完了しました。

セミナーは、初めにIGS名誉会員である福岡正巳IGS日本支部長から、国際ジオテキス

タイル学会日本文部の歴史や活動を含めた開会の挨拶がありました。つぎにプログラムに

沿って、それぞれの講師は、以下のようなテーマで講演をしました。

1. Dr.R.K.Rowe (Canada) 

President of IGS， Professor of the University of Western Ontario 

rThe Role of Geosynthetics in the Design of LandfillsJ 

内容:廃棄物処理の防護に関するジオメンプレンの設計の留意点の詳細を説明。

2. Dr.R.J.Bathurst (Canada) 

Editor of IGS News， Professor of the Royal Military College of Canada 

rPerformence of Several Instrumented Geogrid Reionforced Soil 

Retaining Walls in North AmericaJ 

内容:補強土擁壁の挙動を測定し、変位、補強材応力、温度による影響などの結果

を説明。

3. Dr.J・M.Rigo(Belgium) 

Counci1 Member of IGS， Professor of the State University of Liるge

rThe European Harmonization of Design組 dTest Methods on 

Geosynthetics: The Japanese InterestJ 

内容:ヨーロッパに於けるCENによるジオシンセティックスの試験や設計の規格を

説明。
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